
第 6次中山町総合発展計画後期基本計画・中山町公共施設再配置計画

　中山町では、現在策定を進めている「第 6 次中山町総合発展計画後期基本計画」及び「中山町公共
施設再配置計画」をより良いものにするために、町民の皆さんが日常生活の中で感じている「もっと
こうだったらいいのに…なぜ？」という不安や不満に向き合い、その根本的な課題と改善策を考える
場として、「なぜなぜ大会議」を今年8月に開催しました。このレポートでは、議論されたテーマの一つ「近
所付き合いはあるけれど、それ以外のつながりが生まれにくいのは、なぜ？」について、当日のワー
クショップで出された意見をお届けします。
　昨年度に実施した町民インタビューで印象的だったのは、どの世代においても地縁によるつながり
（＝地域コミュニティ）を前向きに捉えている点でした。特に若い世代からは、「近所の人と仲が良い」「挨
拶が返ってくるのが嬉しい」といった声が多く聞かれました。しかしながら、地域イベントの減少や
多世代が利用できる施設の不足により、「地縁以外のつながりが生まれにくい」という課題が浮き彫り
となり、「自由に過ごせるたまり場が欲しい」といった意見も多く寄せられました。
　今回のなぜなぜ大会議では、「つながり方」が多様化する中で、現状の地縁コミュニティが抱える課
題とともに、新しいつながりのあり方についても、議論が深まりました。

　今回の「なぜなぜ大会議」で指摘されたのは、「近
所同士で挨拶以上の関係が生まれにくい」という
課題でした。「昔は、さまざまな集まりがあり、
中には強制的に参加させられるものもあったが、
それが結果的に新しい友人やつながりを生むきっ
かけになっていた」という声もありました。こう
した集まり方が、現代では難しくなっているとい
う意見も出されました。
　一方で、ご近所付き合いの希薄化に対する懸念

は根強く、「顔の見える関係づくりのために地区
行事に力を入れたい」という思いも共有されまし
た。しかし、「運営を担う人がいない」「同じ人が
ずっと頑張っていて、次の担い手が見つからない」
といった課題も浮かび上がりました。
　結局のところ、「楽しくなければ続かない」と
いう声が多く聞かれ、これまでの地区行事のあり
方やご近所付き合いのスタイルについても、見直
しやアップデートが必要なのかもしれません。

【主催】中山町総合政策課まちづくり推進グループ・総務広報課防災安全対策室
　　　　（中山町大字長崎 120 番地／電話：023-662-4899）
【制作】東北芸術工科大学デザイン工学部企画構想学科　田澤ゼミ

公共施設再配置計画については、その必要性が「第 6 次中山町総合発展計画」にて説明され
ています。以下URLまたは、右記コードよりご確認ください。
◎中山町「第6次中山町総合発展計画を策定しました」
　https://www.town.nakayama.yamagata.jp/soshiki/seisaku/machidukurisuishin/214.html
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　たとえば、子育て支援センターは未就学児を育て
る保護者を主な対象としており、子育てを終えた町
民が利用する機会はほとんどありません。そのため、
子育てに関する悩みがあっても、「気軽に経験者に
話を聞いてもらう」場面は生まれにくい状況です。
　子育て支援センターに限らず、多くの公共施設が
「利用目的が明確であること」を前提としており、
偶発的な出会いや気づきが生まれにくくなっていま
す。「日常的にさまざまな人が訪れ、自由に話がで

きる」余白のある場所は、町民同士の新たなつなが
りを生み出す可能性を秘めているからこそ、必要だ
と考えます。
　また、多世代が安心して利用できるようにするた
めには、バリアフリーやユニバーサルデザインへの
配慮、機能の集約化、利便性の向上などが求められ
ます。現状の公共施設では十分に対応できていない
部分もあり、議論からは、それらを補完する新しい
施設への期待感の高まりを感じました。

　当日の参加者の皆さんからは、つながりの希薄化
を自覚しているからこそ、「何かに取り組まなけれ
ばならない」という危機感が強く伝わってきました。
また、「町民が主体的に課題を解決することの重要
性」についても、多くの方が共感している様子がう
かがえました。そのため、課題を共有できる場づく
りや、地区イベントを盛り上げるための支援体制の
充実を求める声が多く寄せられました。
　「ボランティアも仕組み化してほしい」という意

見もありました。地区行事や町主催のイベントにお
いて、運営側の人材をしっかり育成していくことは
非常に重要です。現状では、こうした活動が可視化
されておらず、人と人とのつながりの中でのみ成り
立っているため、広がりが生まれにくい状況です。
持続可能な運営体制を構築するためには、町民の思
いを具体的な仕組みとして形にしていくことが求め
られています。
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課題解決のために

自分たちで取り組めそうなこと

地域の中で
知り合いづくり
やっぱり地域の中のつな
がりは大事。「あいさつ」
の一歩先の関係構築を目
指したい！

子どもたちに「楽しかった」を経験してもらう
近年は町内のイベントが減少。子どもたちが大きくなった
時に「あのイベントは楽しかったから、今度は自分たちが
運営する側になろう」と思ってもらえるように、イベント
を絶やしてはいけないと思う。

地区行事を「楽しく」行う
世代交代が必要な地区行事について、運営が「負担」と思われ
ない工夫が大事。運営することが「楽しい！」と思ってもらえ
るように、やり方や関わり方のアップデートが必要かも。 

課題解決のために

行政に期待したいこと

ほんわ館のアップデート
のんびりと集えるス
ペースがあれば、もっ
と利用したくなる！

集まりやすい仕組みづくり
会場使用料の免除等、「集ま
りやすい」「話やすい」状況
を整えてほしい！

町民のアイデアを実現しやすい仕組み
感じている課題を住民側が主体的に解決することも大事。
助成金をはじめとしたサポートをもっと充実させてほし
い！新しいコミュニティづくりにもつながるはず。

課題解決のために

新しい公共施設に期待したいこと

誰にでも優しい居場所
ユニバーサルデザインを
取り入れて多世代が利用
できる場所を期待！

課題を「声」として届けられる場所
一人でもやもやを抱えるのではなく、同じ課題
を持った人同士でつながったり、一緒に行政に
声を届けたり、そういった活動を後押ししてく
れるような場があったら嬉しい。

公共施設の集約化
いろんな人が「集まりやすい」となるには、
一ヶ所にまとめることも視野に入れたほ
うがいいのでは？

人付き合いに
気をつかうようになった
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ボランティアの育成
時間と興味が合致した時に「手伝えます！」と言ってくれる
町民が増えると、いろんなイベントをやりやすくなると思う。
現状の「知り合いに頼む」というやり方にも限界がある。
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中山町には、ボランティアが必要となるような大き
なイベントがない。もしイベントを開催するとなる
と、役場職員の負担も増える。だから、大きなイベ
ントを実施しないの？

地区活動は、いつも同じ人が
頑張っている。そろそろ世代
交代をしたいだろうけど、担
い手がいない。現役で働いて
いる人たちは忙しいだろうし、
昔みたいに「付き合い」で役
割を引き受けることもないだ
ろうし。以前は、みんなで楽
しくやっていたんだけどね。

コロナの影響で、ずいぶん地区のイベントは減った。
だから、同じ地区に住んでいても、他の世代と知り
合う機会が減ってしまって、地区活動でお願いした
いことがあっても、誰に言ったらいいのか、付き合
いがないから分からないんですよね。

今は、近所の人でもどうやって声をかけたら
いいんだろう、と考えてしまうこともありま
すね。「余計な事かも」「お節介だと思われる
かも」と、やっぱり気をつかいます。実際に
嫌な思いをしたわけではなく、そういう話題
をメディアで聞くようになったので。

中山町には、みんなで
集まる場所がない。
「ちょっとした話」が
できるところが、本当
にないんです。

やっぱり、地区の行事って運営する側は
大変で、「楽しさ」よりも「大変さ」の
ほうが勝つんですよね、最近は。そうい
うのは良くないと思って、負担を減らそ
うとはしているんだけどね。

地区の中では防災訓
練や草むしりといっ
た「義務的な行事」
が多くて、参加する
ほうも楽しさがない
んですよね。

こうやって集まると出て
くる話も、集まる場所が
ないから、ずっとモヤモ
ヤと課題を抱えたままに
なってしまう。

昔は、お嫁に来た人たち
で集まる「若妻会」とい
うのがあって、紹介され
て行くようになったけど、
楽しかったのよね。いろ
んな人と知り合うことが
できたし。地区の集会所
や、中央公民館に集まっ
てましたね。


